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★冬味噌作り講座 満員御礼 

                        ★締切が迫っています!! 

★コラム 

                         ★福島県へ帰還を予定している方へ 

                          ★冬休み、お留守番困っている方いませんか？ 

     

 

                                                                         

      冬みそづくり講座 満員御礼となりました  
 

 

   前回第 10号で予告をした味噌作り講座。 

発行から３日で土日コースは満員、平日コースも４日で満員となりました！ 

「日程でてから申し込もうと思ってたのにー!!!」 

という方、申し訳ございません(ＴＴ) 

   実現するかはまだわかりませんが、平日コースでの追加講座を交渉中。 

開催が決まった場合は fuccoからの風やＦＢ、ホームページでご案内 

します。 

    

 

 

締切が迫っています！ …忘れずに対応を… 
   

①収入要件事前確認≪平成 29年４月からも山形での生活を継続する方へ≫ 

  何度かお知らせをしていますが、収入要件等の確認が必要な方、提出漏れはありませんか？ 

  春からの生活設計に大きく関わることですので、不安がある方は積極的に確認をしましょう！ 

 【締切 12月 28日】 

 

②退去届≪現在借り上げ住宅等へお住まいの方へ≫ 

現在の借上げ住宅から転居する・継続入居するに関わらず提出が必要になります！！ 

 

退去日によって提出先が異なります！ 

→入居許可期間途中(平成 29年３月 31日より前)に退去する場合 

 仲介業者(不動産業者)へ直接退去届を提出  

【締切 退去日の２か月前まはた平成２８年１２月２６日のいずれか早い日】 

→３月 31日に退去する場合・現在居住している無償借上げ住宅に個人契約で継続して住む場合 

山形県庁危機管理課復興・避難者支援室へ退去届を提出 【締切 １月 10日必着】 

 

 

不動産業者・大家さんへ継続して住むことの意思表示は済んでいますか？ 

「家賃の確認はしたけれど、はっきりと継続して住みたい意志は伝えてないかも…」 

という方はすぐに連絡して明確な意思表示をしてください。  

２０１６＊１２＊０８  

第 11 号 
 

NPO法人 
やまがた絆の架け橋ネットワーク 

【申込みくださった方へ】 

現在日程を調整中です。 

決まり次第ご連絡いたします！ 



             

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

福島県へ帰還を予定している方へ 
 

 「福島県ふるさと住宅移転(引越し)補助金」の申請対象は平成 29年３月 31日までに 

完了する自宅等への移転が対象となります。 

申請時には借り上げ住宅等の契約書、退去申出書等のコピー等が必要になります。 

引越し荷物をまとめる際に紛れ込まないようにご注意を…。 

 

また、年度末での帰還をお考えの方は引越しスケジュール・手配はお早めに!! 

 「引っ越し業者さんやトラックの手配がつかずに引越しが遅れる～(TT)」となっては大変!! 期限内に

借り上げ住宅を退去できないと住宅移転の補助金を受けることができないことに加えて、４月１日以降に

発生する家賃相当額を支払うことになりますので…。 

 

 

          冬休み、お留守番困っている方いませんか？ 
 

「子どもの冬休み中も仕事あるんだ…。暖房使う時期だし、お留守番が心配」 

そんな方は fucco までお早目にご相談ください。特別なプログラムはありません 

が、宿題したり遊んだり。居場所としてご利用ください♪ 

※１２/２９(木)～１/４(水)は年末年始休暇となります m(__)m 

 

 

  
 

１２月に入り、fuccoにも大きなクリスマスツリーが登場 

しました！ツリーが登場するとお部屋もにぎやかになります。 

ツリーを眺めながらワクワクする子どもを横に、大人は年の瀬 

を感じ…(汗) 

そして寒くなってくると気になるのが感染症。数年ぶりの 

感染性胃腸炎の大流行、インフルエンザの流行も例年より 

早めとか。皆さんはどんな予防をしていますか？  

手洗い・うがいはもちろん、早めの対処と無理をしないこと 

が重要ですね。楽しい年末になるように体調を整えましょう♪ 

ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク代表理事の早坂信一が語るコラム 4 

「禍転じて福と為す」 
 

皆さんこんにちは。ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク代表理事の早坂です。 

とうとう初雪が降りました。みなさんタイヤ交換はお済みですか？私は毎年早めにと思いつつ、 

結局雪が降ってからというダメおやじです。 

最近横浜の悲しい事件が報道されました。イジメそのものが卑劣なものですが、避難した事を理由にしてい

た事は本当に許せません。結局、イジメた子ども達の親が家庭内で避難した人達を悪く言ってたんだろうなと

思います。善意を寄せてくれる方がいる一方でこういう事を言う人がいるのが残念でなりません。しかし、み

んな前を向いて歩んで行かねばなりません。あの「生きると決めた」と言い切った彼に敬意を表したいと思い

ます。 

先日、私もある支援者の方と大げんかをしました。避難している人も、帰還した人も、元々残っていた人も、

色んな考え方や意見がある中、みんなが共存するために心を砕いている状況が分かっていないようでした。少

しずつ避難者に対する支援が打ち切られつつある今だからこそ、みんなの気持ちを理解して、真摯に寄り添う

事が必要なんだと訴えました。支援者同士でもこんな話しをしなければならない状況が残念でなりません。 


